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告
　
示

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
（
七
八
六
・
商
工
業
振
興
課
）

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
述
べ
た
意
見
（
七
八
七
、
七
八
八
・
商
工
業
振
興
課
）

◯
道
路
区
域
の
変
更
及
び
供
用
開
始
（
七
八
九
、
七
九
〇
・
道
路
環
境
課
）

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
七
九
一
、
七
九
二
・
道
路
環
境
課
）

◯
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
（
七
九
三
・
山
本
建
設
事
務
所
）

◯
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
保
管
等
の
状
況
の
公
表
（
七
九
四
・
環
境
整
備
課
）

◯
秋
田
県
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画
の
変
更
（
七
九
五
・
水
産
漁
港
課
）

公
　
告

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
（
北
秋
田
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定
（
北
秋
田
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
の
届
出
（
由
利
総
合
農
林
事
務
所
）

秋
田
県
告
示
第
七
百
八
十
六
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告

し
、
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ジ
ャ
ス
コ
中
仙
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

仙
北
郡
中
仙
町
北
長
野
字
袴
田
百
八
十
八
番
外

二
　
中
仙
町
長
の
意
見

意
見
な
し

三
　
周
辺
地
域
の
住
民
、
事
業
者
等
の
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

中
仙
町
役
場
　
企
画
開
発
課

縦
覧
期
間

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
二
十
五
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
百
八
十
七
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
の
意
見
を
述
べ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類

を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

グ
ラ
ン
マ
ー
ト
泉
店

秋
田
市
泉
菅
野
二
丁
目
一
番
一
号

二
　
県
の
意
見

意
見
な
し

三
　
意
見
を
述
べ
た
日

平
成
十
三
年
十
二
月
十
七
日

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

秋
田
市
役
所
　
商
業
観
光
課

縦
覧
期
間

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
二
十
五
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
百
八
十
八
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

１

告
　
　
　
　
　
　
示

（一）（二）（一）（二）
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二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

三
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

期
間
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
十
一
日
ま
で

規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
の
意
見
を
述
べ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類

を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

八
橋
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

秋
田
市
八
橋
字
大
道
東
一
番
地
九
十
三

二
　
県
の
意
見

意
見
な
し

三
　
意
見
を
述
べ
た
日

平
成
十
三
年
十
二
月
十
七
日

秋
田
県
告
示
第
七
百
九
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路

の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

秋
田
市
役
所
　
商
業
観
光
課

縦
覧
期
間

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
二
十
五
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
百
八
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路

の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

２

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

県
　
　
　
道

路
　
　
線
　
　
名

寺
内
新
屋
雄
和
線

寺
内
新
屋
雄
和
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
四
・
五
〇
〜
一
六
・
五
〇

一
四
・
五
〇
〜
一
六
・
五
〇

七
・
二
〇
〜
　
七
・
五
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
五
四

〇
・
〇
五
四

〇
・
〇
四
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

河
辺
郡
雄
和
町
下
黒
瀬
字
上
谷
地
六
七
九
番
一
地
先
か
ら
六
七
五
番
一
地
先
ま

で

河
辺
郡
雄
和
町
下
黒
瀬
字
上
谷
地
六
七
九
番
一
地
先
か
ら
六
七
五
番
一
地

先
ま
で

〃

ＡＢ

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

県
　
　
　
道

路
　
　
線
　
　
名

比
内
森
吉
線

比
内
森
吉
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
四
・
〇
〇
〜
一
八
・
〇
〇

一
四
・
〇
〇
〜
二
四
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
六
二

〇
・
〇
六
二

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

北
秋
田
郡
比
内
町
大
葛
字
大
谷
八
八
番
地
先
か
ら
九
一
番
地
先
ま
で

北
秋
田
郡
比
内
町
大
葛
字
大
谷
八
八
番
地
先
か
ら
八
六
番
一
地
先
ま
で

（一）（二）

（一）（二）
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二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

三
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

期
間
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
十
一
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
百
九
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

期
間
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
十
一
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
百
九
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

期
間
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
十
一
日
ま
で

秋
田
県
告
示
台
七
百
九
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道

路
の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第

四
十
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

３

道
路
の
種
類

県
　
　
　
道

路
　
　
線
　
　
名

比
内
森
吉
線

比
内
森
吉
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
四
・
〇
〇
〜
一
八
・
〇
〇

一
四
・
〇
〇
〜
二
四
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
六
二

〇
・
〇
六
二

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

北
秋
田
郡
比
内
町
大
葛
字
大
谷
八
八
番
地
先
か
ら
九
一
番
地
先
ま
で

北
秋
田
郡
比
内
町
大
葛
字
大
谷
八
八
番
地
先
か
ら
八
六
番
一
地
先
ま
で

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

日
三
市
角
館
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

仙
北
郡
角
館
町
岩
瀬
字
大
風
呂
三
番
三
地
先
か
ら

横
町
一
七
番
四
ま
で

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

象
潟
矢
島
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
象
潟
町
字
木
戸
口
二
〇
番
一
地
先
か
ら
小

滝
字
梨
の
木
台
五
七
番
二
ま
で

指

定

年

月

日

平
成
十
三
年
十
二
月
十
四
日

道

路

の

幅

員

六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

道

路

の

延

長

四
十
六
・
九
四
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
字
鳳
凰
岱
九
十
四
番
地
十
七

株
式
会
社
山
田
産
業

代
表
取
締
役
　
山
　
田
　
芳
　
美

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

能
代
市
字
大
瀬
儘
下
五
十
七
番
百
十
四

（一）（二）（一）（二）

（一）（二）
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秋
田
県
告
示
第
七
百
九
十
四
号

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法

律
第
六
十
五
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
保
管
及
び
処
分
の
状

況
に
関
し
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

一
　
縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称
　
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
保
管
状
況
等
届
出
書
の
副
本

及
び
添
付
書
類

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所
　
生
活
環
境
文
化
部
環
境
整
備
課

秋
田
県
告
示
第
七
百
九
十
五
号

秋
田
県
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
海
洋
生
物
資
源
の

保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画

一
　
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
方
針

本
県
の
水
産
業
は
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
は
生
産
量
及
び
生
産
金

額
と
も
次
第
に
増
加
傾
向
を
続
け
、
生
産
量
で
は
昭
和
五
十
年
に
三
万
四
千
ト
ン
、
生
産
額
で

は
昭
和
五
十
二
年
に
百
四
十
億
円
と
ピ
ー
ク
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
が
続

き
、
近
年
は
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
低
迷
状
況
が
続

い
て
い
る
。
ま
た
、
漁
業
就
業
者
数
に
お
い
て
も
減
少
傾
向
は
続
い
て
お
り
、
平
成
十
二
年
に

は
千
四
百
二
十
人
と
昭
和
五
十
年
の
四
千
七
百
五
十
人
の
三
分
の
一
以
下
に
ま
で
減
少
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
就
業
者
の
年
齢
構
成
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
新
規
参
入
者
も
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
漁
村
の
活
性
化
を
著
し
く
阻
害
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
県
北
部
沿
岸
、
男
鹿
半
島
周
辺
及
び
県
南
部
沿
岸
に
お
い
て
は
、

依
然
と
し
て
水
産
業
が
中
核
産
業
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
多
く
、
地
域
振
興
の
た
め
に
も
水
産

業
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
海
洋
生
物
資
源
を
適
切
に
管
理
し
、
か

つ
、
合
理
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
県
沖
合
水
域
は
、
寒
暖
両
流
が
交
錯
し
多
種
類
の
魚
介
類
が
生
息
し
て
い
る
が
、
漁
業
生

産
構
造
に
お
い
て
沿
岸
漁
業
を
主
体
と
し
た
小
規
模
経
営
体
が
大
多
数
を
占
め
る
こ
と
か
ら
多

種
少
産
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
複
数
の
漁
業
種
類
間
に
お
け
る
漁
場
及
び
資
源
利
用
面
で
の
競

合
が
見
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
点
も
多
い
。

一
方
、
海
洋
生
物
資
源
の
現
状
を
見
る
と
、
我
が
国
周
辺
水
域
に
お
い
て
は
そ
の
多
く
が
低

水
準
、
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
県
海
域
に
お
け
る
海
洋
生
物
資
源
も
低
水
準
、
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
継
続
す
れ
ば
、
県
民
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
の

み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
の
発
展
へ
の
重
大
な
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

県
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
漁
業
の
管
理
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
等
種
々
の
保
存
及
び
管

理
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
ア
ワ
ビ
等
の
地
先
資
源
を
始
め
、
近
年

で
は
ハ
タ
ハ
タ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
広
域
回
遊
資
源
も
含
め
た
多
く
の
海
洋
生
物
資
源
の
保

存
及
び
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
さ
ら
に
海
洋
生
物
資
源
の
適
切
な
保

存
及
び
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
基
本
計
画
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
漁
獲
可
能
量
の
都
道
府
県
別

の
数
量
に
つ
い
て
適
切
な
管
理
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

漁
獲
可
能
量
制
度
を
適
切
に
管
理
し
、
必
要
に
応
じ
て
漁
業
者
等
の
指
導
又
は
採
捕
の
数
量

の
公
表
等
の
実
効
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
採
捕
実
績
の
的
確
な

把
握
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
本
県
に
定
め
ら
れ
た
数
量
に
係
る
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
れ
ら
海
洋
生
物
資
源
の
分
布
、
回
遊
状
況
、
内
容
、
当
該
資
源
を
取
り
巻
く
環
境
等

の
よ
り
詳
細
な
科
学
的
デ
ー
タ
又
は
知
見
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
当
該
デ
ー
タ
の
蓄
積
又
は
知

見
の
進
展
を
図
る
た
め
に
、
県
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
、
国
又
は
関
係
県
と
の
連
携

の
下
、
資
源
調
査
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
資
源
管
理
の
充
実
を
図
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
漁
業
管
理
措
置
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

特
定
海
洋
生
物
資
源
以
外
の
海
洋
生
物
資
源
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
資
源
管
理
を
推
進
す

る
よ
う
、
従
来
か
ら
の
資
源
管
理
型
漁
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

海
洋
生
物
資
源
の
適
切
な
保
存
及
び
管
理
を
図
る
た
め
、
協
定
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
引
き

続
き
漁
業
者
等
に
よ
る
自
主
的
な
資
源
管
理
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
ご
と
の
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
本
県
に
定
め
ら
れ
た
数
量
に
関
す

る
事
項

４

指

定

年

月

平
成
十
三
年
十
二
月
十
四
日

道

路

の

幅

員

六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

道

路

の

延

長

四
十
六
・
九
四
メ
ー
ト
ル

請
者
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
字
鳳
凰
岱
九
十
四
番
地
十
七

株
式
会
社
山
田
産
業

代
表
取
締
役
　
山
　
田
　
芳
　
美

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

能
代
市
字
大
瀬
儘
下
五
十
七
番
百
十
四

（一）

（二）（三）（四）（五）（六）（七）
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平
成
十
三
年
の
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
知
事
管
理
の
対
象
と
な
る
期
間
及
び
漁
獲
可

能
量
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
け
と
う
だ
ら

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
　
　
　
若
干

ま
あ
じ

平
成
十
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
若
干

す
る
め
い
か

平
成
十
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
若
干

ず
わ
い
が
に

平
成
十
三
年
七
月
か
ら
平
成
十
四
年
六
月
ま
で
　
　
　
若
干

平
成
十
四
年
の
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
知
事
管
理
の
対
象
と
な
る
期
間
及
び
漁
獲
可

能
量
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
け
と
う
だ
ら

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
　
　
　
若
干

ま
あ
じ

平
成
十
四
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
若
干

す
る
め
い
か

平
成
十
四
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
若
干

ず
わ
い
が
に

平
成
十
四
年
七
月
か
ら
平
成
十
五
年
六
月
ま
で
　
　
　
若
干

三
　
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
ご
と
の
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
量
に
関
し
実
施
す

べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

す
け
と
う
だ
ら

小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
（
手
繰
第
一
種
漁
業
）
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
許
可
隻
数
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
従
来
の
操
業
規
制

と
同
様
の
規
制
に
基
づ
い
て
操
業
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
結
果
、
漁
獲
実
績
が
前
年
の
漁
獲

実
績
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
あ
じ

小
型
定
置
網
漁
業
に
つ
い
て
は
、
行
使
統
数
を
維
持
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
漁
獲

量
の
把
握
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

大
型
定
置
網
漁
業
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

免
許
統
数
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
従
来
の
操
業
規
制
と
同
様
の
規
制
に
基
づ
い
て
操

業
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
結
果
、
漁
獲
実
績
が
前
年
の
漁
獲
実
績
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

す
る
め
い
か

五
ト
ン
未
満
漁
船
に
よ
る
い
か
つ
り
漁
業
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
漁
獲
規
制
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
と
し
、
漁
獲
実
績
が
前
年
の
漁
獲

実
績
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ず
わ
い
が
に

か
ご
漁
業
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
漁
獲
努
力
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
許
可
隻

数
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
漁
獲
実
績
が
前
年
の
漁
獲
実
績
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

四
　
そ
の
他
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
よ
り
詳
細
か
つ
正
確
な

資
源
状
況
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
獲
情
報
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
資

源
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
の
充
実
を
更
に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
小
型
魚
及
び
産
卵
親
魚
の
保
護
等
に

向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
栄
字
向
前
田
六
十
九
番
地
小
坂
吉
三
ほ
か
十
五
人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
県
営
土

地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
摩
当
地
区
ほ
場
整
備
事
業
（
担
い
手

育
成
型
）
）
変
更
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
二
十
九
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所
　
鷹
巣
町
役
場

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
立
花
地
区
ほ
場
整
備
事
業
（
担
い
手

育
成
型
）
）
換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
十
四
年
一
月
二
十
九
日
ま
で

公
　
　
　
　
　
　
告

５

（一）（二）
（１）（２）（３）（４）（１）（２）（３）（４）

（一）（二）（三）

（四）（一）（二）
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三
　
縦
覧
場
所
　
大
館
市
役
所

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

大
内
町
小
栗
山
字
見
岫
野
五
十
八
伊
藤
史
朗
ほ
か
七
人
か
ら
土
地
改
良
事
業
（
坂
巻
地
区
非
補
助
土

地
改
良
事
業
（
圃
場
整
備
）
）
に
係
る
工
事
が
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

ペ
ー
ジ
　
　
段
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
（
第
千
三
百
二
十
一
号
）
掲
載
の
秋
田
県
告
示
第
六
百
九
十
六
号

（
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